
彙　　　　 報

会長　川　本　茂　雄

昭和56 年度第 ２ 回常任委員会

日　時：９月 ５日（土）午後２時～５時

場　所：早稲田大学大隈会館和室

出席者：川本茂雄（会長），池上嘉彦，石綿敏雄，平山輝男，蛭沼河一雄。 松本克

己，宮岡伯人

オブザーバー：田村すゞ子，藤吉憲生（以上事務局員）

欠席者：柴田武，吉川守（いずれも委任状あり）

議事ならびに報告:

1） 第83 回大会のプログラムを決定し，案内状作成の準備をした。

2） 第84 回大会（57年春）を上智大学で開催することを企画した。

3） 第85 回大会（57年秋）は大阪松蔭女子大学を会場の第１侯補として交渉

を始めることになうた。

4） 事務局からの56年度会計の中間報告に基づき，今後の対策について検討し

た結果，57年度会費を1,000 円上げる案を委員会に提出することになった，

5） 学会事務の一部を業者に委託する案を委員会に提出することになった。

6） 圃際言語学者会議組繊委員会（ 委員長服部四郎氏）からの要晧により，

役員の現職をアンケートこよって調べることを了承した。

昭和56 年度第 ２ 回委員会

日　時:10 月17 日（土）午前ｎ 時30分～午後 ２時50分

場　所：北海道大学百年記念館

出席者：川本茂雄（会長），池トニ良,･石綿敏雄，井出祥子，井上史雄，岩本　忠，

大束百合子，長田夏樹，北村　甫，国広哲弥，近藤達夫，下宮忠雄，田
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中克彦，田村すゞ子，長嶋善郎，蛭沼寿雄，堀井令以知，松田徳一郎，

安本美典，藪　司郎，湯川恭敏（以上21 名）

オブザーバー：井上和子（Ｉｃｕ）（会計監査委員）

欠席者（委任状あり）：池上禎造，池上嘉彦，井本英一，上野瞥道，大江三郎，

奥津敬一郎，加藤正信，北睡静江，金一田春彦，日下部文夫，小泉保，

阪倉篤義，崎山　理，佐藤　茂，柴田　武，清水克正，庄垣内正弘，関本

至，竹内和夫，寺村秀夫，西　義郎，野村正良，野元菊雄，檳内　武，

林　栄一，早田輝洋，原　　絨，平山輝男，藤本幸夫，前田富祺，松浪

有，三宅　鴻，宮島達夫，村山七郎，矢島文夫，山口　巖，山末一夫，

吉川　守，吉田金彦，吉町義雄（以上40名）

欠席者（委任状なし）：大江孝男，鬼　春人，亀井　孝，岸本通夫，杉藤美代子，

鈴木孝夫，塚本　勲，長谷川欣佑，松本克己，三根谷徹［以上］｡0名）

議事ならびに報告:

1） 第２回常任委員会の報告

2） 第84回大会（57年春）を上智大学で６月５日（土），６日〔日〕に開催する

ことを承認した。

3） 第a5回大会（57年秋）を大阪松蔭女子大学で開催することを承認した。

4） 事務局からの56年度会計の中間報告に基づき，会費値上げ案を審議し，57

年度の会費を1,000 円値上げして6,000 円（在外会費7,500 円，円立てで）

とすることを決定した。

5） 学会事務の一部を業者に委託する案について審議した。来年度の財政予想

では今すぐの移行は無理と思われるが，移行の可能性を検討することとし，

時期など具体的な事項は事務局にー任することになった。

6） 新村猛氏が来訪，同氏から本年新設の新村出黨について報告があった。

7） 堀井令以知氏（語学文学研究連絡委貝会委員）から学術会議出席の報告が

あった。

8） 堀井令以知氏（編集委貝長）からr 言語研究』80号の進行状況について報

告があった。

9） 井上史雄氏から九学会連合会議出席の報告があり，共同調査担当者（現在
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井上史雄，徳川宗賢両氏）を次期も継続することを了承した。

10） 第13回国際言語学者会議の準備状況について井上和子氏から次のように報

告があ。た。

（1）10 月16 日現在，会議参加申し込みは960 名（うち日本人４５７名）である。

（2） セカンド・サーキ ュラーを10月第２週に発送した。

（3）8 月2５日開催の組織委員会において，所要経費総額（3,300 万円）を考慮

し，会計事務の簡素化を図るために，寄付金について「指定寄付金」の指

定申請は行わないことにした。

（4） 協 賛学会及び各界の有志が発起人となり，会議の開催を物心両面にわた

って支援するために後援会が近く発足する見込みである。

また北村甫氏から，上記会議の収支予算について説明があった。

第83 回大会

期　日：昭和56年10月17 日（土）・18日（日）

会　場 ：北海道大学文系講堂６番教室

第１日（10月17 日）

開 会 の 辞　　　　　　　　　　　　　　　　　 池 上 二 良

公開講演（午後３時より）

国　広　哲　弥 「語の意味と用法亅

池　上　二　良 「言語研究と零」

会 員懇 親 会（午後６時より）

第２日（10月18 日）

研 究 発 表（午前９時～午後12時10 分）

（1） 略語の文法と機能　　　　　　　　　　　　　　　　 有　吉　俊　二

（2） Ｏｎ Stylistic Preposing　　　　　　　　　　　　　　宮　上　光　代

（s） Ａ Study ｏｆ Metaphor in Ｍｏｎ匂ｇｕｅ Grammar　　 久 保　　 進

（4） 日本語の表層フィルターについて　　　　　　　　　 上　田　雅 信

（5）痕跡が満たすべき･条件について　　　　　　　　　　福井　直樹
一一ＥｃＰに対する一修正案一　　　　　　　　　　　神尾　昭雄
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（0） プ ラーグ学派と結合価問題　　　　　　　　　　　　 平　川　信　弘

臨時会員総会（午後１時30 分～１時50分）

研 究 発 表（午後１時50 分～ ５時）

（7）「い く，くる，くだる，さがる，のぽる｣　　　　　 切　替　英 雄

を表わすアイヌ語の助飼の語彙構造

一 地理的条件，主として河川を軸として規定される構造についてｰ

（8） 満州語文語における主語の維持と転換　　　　　　　 津　 曲　敏　郎

(9)　アリウト語における派生接尾辞と格の付与について　大　島　　　稔

（10)　英語からの外来語における促音成立要因についての　大　前　典　子

音声学的考察

(11)　｢日本語・タミル語関係説｣の検討　　　　　　　　安　本　美　典

(12)　古代ゲルマン語甚礎語彙と印欧言語財　　　　　　下　宮忠雄

閉 会 の 辞　　　　　　　　　　　　　　　　　 池 上 二 良

◇ 物 故 会 員

宮部菊男（昭和56年 ８月26 日逝去）
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受贈図書リスト（昭和56年６月１日～10月31 日）

アジア・アフリカ言語文化研究所　東京外国語大学要覧

（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所　1981 ）

大阪教育大学紀要Ｉ人文科学　第29巻第１号，第２・３号

（大阪教育大学　1980-81 ）

カナノヒカリ　タイプ06ゴウ～709ゴ ウ　　　　　　　　（カナモジカイ　1981）

韓国文化Ｉ　　　　　　　　　　　　　 （哨舎大学校韓国文化研究所　1980 ）

計量国語学　第13巻第1 ，2 号　　　　　　　　　　 （計量国語学会　1981）

研究紀要　第 ２瓏第 丿号　　　　　　　　　　　　 （鹿児島女子大学　1981)

ルイ・ルーセル著，八木楊正雄訳「現代ギリシャ語の発音と綴宇」

（八木瀰正雄氏，私家版　1981)

考古学雑誌　第66巻第４号，第67巻第１号　　　　　 （日本考噛 学`会　1981)

語学研究　第27号　　　　　　　　　　　　　　 （拓殖大学語学研究所　1981 ）

国語学　第125,  126  &　 く共に３冊〉　　　　　　　　　　 （国語学会　1981）

国立民族学博物館研究報告　第６巻第１号　　　 （国立民族学博物館　1981 ）

国立民族学博物館国内資料調査委貝　調査報告集２

（国立民族学博物館情報管理施設　1981 ）

史苑　第41巻第１号　　　　　　　　　　　　　　　 （立教大学史学会　1981 ）

宗教研究　第55巻第１，２輯　　　　　　　　　　　　 （日本宗教学会　1981)

人類学雑誌　第89巻第 ３号　　　　　　　　　　　　 （日本人類学会　1981 ）

スタイン蒐集チペット語文献解題目録‐ 第５分冊－　　　 （東洋文庫　1981 ）

通信　第40 号～42号

（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所　1980-81 ）

東京外国語大学論集　Area and Culture Studies 31 （東京外国語大学　1981 ）

東方学　第62揖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東:方学会　1981 ）

東洋音楽研究　第46号　　　　　　　　　　　　　　 （東洋音楽学会　1981)

東洋学報　第62巻第３・４号　　　　　　　　　　　　　 （東洋文庫　1981 ）

東横学園女子短期大学　創立二十五周年記念論文集

（東横学園女子短期大学　1981 ）
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独仏文学　 第 ３号　　　　　　　　　　　 （山口大学独 仏文学 研究 会　1981 ）

都大論究　 第18 号　　　　　　　　　　 （東京 都立大学国 語国文学会　1981 ）

八木 柵正雄 「特 許実務 ５ヵ国語（英 仏独露 日） 晤い集 」

（八木 橋正雄氏 ，私家版　:L980）

名古 屋学院大学外 国語教育 紀要　 Ｎ０, ４

（ 名古屋 学院大学 外国語教育 センター　1981 ）

新 潟大 学 教育学部 紀要　 人文 ・社会科学 緇　 第22 巻

（新潟大学教育 学部　1981)

日本学 術会議月 報　 第22 巻　 第 ４～ ９号　 （ 日本学術会 議広報 委員会　1981 ）

日本民 俗学　 第134 ～136 号　　　　　　　　　　　　 （ 日本民俗学 会　1981 ）

文学 研究　 第78 緝　　　　　　　　　　　　　　　　 （九州大学文学 部　1981)

方 言談話資料集 （５）一 岩手 ・宮 城 ・干葉 －静 岡－ 資料集10 ～5

（国立 国語研究所　198 工）

荻 野綱 男 「方言調査 分析用 パッケー ジプ ログ ラム, GLAPS の使い方 」

（東 京大 学文学部言 語学研究 室　1 舶1 ）

放 送文化　1981 年 ６～ ７月 号， ９～ｎ 月 号　　　 （ 日本放 送出版協 会　1981)

民族学 研究　 第46 巻 第 １号　　　　　　　　　　　　 （ 日本民族学 会　1981 ）

民族語文　 第 ３期　　　　　　　　　　　　　 （中国社 会科学 出版社　1981)

月 刊 みんぱ く　1981 年 ６～ ９月 号　　　　　　　 （ 国立 民族学 博物 館　1981 ）

山口国文　 第 ４号　　　　　　　　 （山口 大学文理学 部国語国文学会　1981)

山口女子大 学研究 報告　 第 １部人 文社会 科学　 第 ６号 ；第 ２部自然科学

第 ６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 山口 女子大学　1981 ）

alsed Nos. 21-23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （UNESC0 1981)

Ａｎｎｕａ１ Newsletter of t ｈｅ Ｓｃａｎｄｉｎａ∇ian Institute of Asian Studies,

Ｎ０.14　　　　　　 （Ｔｈｅ Scandinavian Institute of Ａsian Studies 1981 ）

Archiv OrientAlni, Ｖ０１. 48。No. 4　　　　　　(Academia Praha 1980 ）

Bibliography of the Summer Institute ｏｆ Ｌ㎞ｇｕisticｓ，Ｖｏ１.1:

1935-1975　　　　　　　　　　(Summer Insti  tute of Linguistics 1979)

N.H. Leon, C 舳 癶7ご阯7’知 命ぶａ が Ｍ∂＆7･ｓ Ｃ力鈿ｇ舁

（Scandina ｖｉａｎ Institute ｏｆ Asian Studies 1981 ）
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Lexicon,  No. 9-ｴ0　　　　　　　　　　　　　　 （岩崎 研究会　1980-81 ）・

Linguistique et Litt6r ａtｕre 1980. 24 1981,1

（Ａｃａｄ６ｍｉｅ Bulgare ｄｅs Sciences 1980-81 ）

Ｎａ§ｅＫｅ芒:口stav ｐrｏ Ｊａｚyｋ こｅｓk夕，Ｒｏ醢lk G4

(Academia nakladatelstvi Ceskoslovenske akademie vSd 1981)

Philologia,  No. 13　　　　　　　　　　　 （三重 大学外国語研究 会　1981 ）

Serving People Ａrｏｕnd the World

（Ｓｕｍｍｅr Institute ｏｆ Linguistics 1979)

Slovo Ａ Slovesnost 2　　　　　 （こeskoslovenskd Akademie VM 1981 ）

Texts of Tibetan Folktales, 11　　　　　　　　　　　 （東 洋文 庫　1981 ）

B4!ｃＴＨＨＫ ＪｌｅＨＭｎrpaμ Ｋｏｒｏ ｙlⅢBepclljrｅＴａ， 110ヽ 8，14

（113μ Ｔｅｊｌ･cTｑｏ 瓦FⅢＨrpaμlcoｒｏ yHHBepcHTera 1981 ）

Ｐyccl･ａyｌ JMTepaTypa X0. 2　　　　　　　　　　　 （ＪｌｅａＨＨrpM 1981 ）

YKpaiBCbKa Mosa ｉ ｊ１７ epaTypa ｓ ｎｍｏぶ6-8　　　　　　　 （KI･iR 1981 ）

◇　本誌は文部省昭和56年度科学研究費補助金の交付を得て刊行されたもので

ある。
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